
様似郷土館では令和8年度に博物館実習の実習生を受入予定です。大学で学芸員資格を取得する際には博物館実習

は必須単位となっています。学校の先生が行う教育実習のようなものです。私も大学で学芸員と高校の教員免許（理科

と水産）を取得したため、これらの実習をうけました。北大総合博物館で植物や海藻を主とする実習を行い、教育実習で

は東京の母校で2週間を化学担当で実施しました。今回は私の出身の北大昆虫の研究室から4名の学生を受入予定で

すので、今年の夏の昆虫展は昨年よりも更にパワーアップするかもしれません！お楽しみに♪

3月は講演会などを多く予定しています。カンカン講座も2回あり、4日には台湾の講演（私は少し台湾の昆虫を紹介し

ます）、7日にはコースターづくり（私は新日本電工の紹介をします）が実施されます。3月20日午後、21日午前には新ひ

だか町博物館で日高の学芸員によるミュージアム・トークが開催されます。私も2日目に講演をします！また、25日には

北大で昆虫を研究している現役学生2名を招いて北海道の虫についてお話します。面白い話が盛りだくさんの3月かと

思いますので、ぜひお越しください。
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センチはトイレを意味する雪隠（せっちん）からきているそ

うで、オオセンチコガネはうんちを食べる昆虫（糞虫）です。

色は美しく、道内ではキラキラ光る緑や赤の個体をよく見か

けます。シカ糞によく集まり、様似町でも個体数は多いです。

アポイ岳の登山中にもよく見かけます。

一回り小さくて、くすんだ色をしたセン

チコガネもいます。頭の形で両者は識

別できます。キツネやタヌキの糞がキラ

キラしていたら本種が食べられた可能

性が高いです。

１０：００～１６：３０ 開館 入館無料

展示解説、団体見学、郷土館資料の体験会等も実施してお

りますので、希望者は様似郷土館へお問い合わせください。

【タイトル】 「台湾原住民族との交流事業について」

【日 時】 ３月４日（水） １９：００～２０：45

【場 所】 様似町中央公民館 2階小ホール

【内 容】 様似町教育委員会の大野氏より台湾との交流事

業の報告が実施されました。参加者は１２名でした。クイズの

出題や動画、アニメの視聴もあり、わかりやすい講演でした。

図書館からは本、ビジターからキーホルダーやジオパークに

ついて、郷土館から台湾の蝶が紹介されました。

カンカン講座 ３月 特別回

昆虫紹介
「オオセンチコガネ」

【報告】

【タイトル】 「マット結びコースターつくり＆東邦電化鉱石標

本をみてみよう」

【日 時】 ３月７日（土） 10:00～１１：３０

【場 所】 様似町中央公民館小ホール

【内 容】 6名の参加者とともにマット結びでコースターづく

りに挑戦しました。新日本電工の創業100周年記念としてマ

ンガン鉱石標本の観察、写真資料の紹介、関連書籍の展示

が行われました。

カンカン講座 3月
【報告】
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【月 日】 2026年2月19日（木）～3月10日（火）

【場 所】 様似町中央公民館1階 ギャラリー21

【来場者】 334名（3月3日時点）

【内 容】 2026年は午年とのことで、馬に関する写真、民具、解説パネルを展示しました。

オリジナル缶バッジや振興局提供の馬缶バッジも好評で多くの方にお持ち帰りいただきま

した。今回から感想や質問などにお答えする掲示板や塗り絵コーナーを設けています。企

画展お越しの際は、ぜひご意見を寄せていただけると励みになります！今回も馬に関連し

た昆虫コーナーや昭和の古き良き馬の写真や図書館の“馬”本コーナーなどもありますの

で、公民館へお越しの際はぜひお立ち寄りください。

また、馬展の記事が2月26日の日高報知に掲載されております♪

企画展「2026年の干支“馬”展」
【途中報告】

【令和7年度 博物館新登録制度推進フォーラム】 （オンライン）

日 時： 2月13日（金）

内 容： 登録博物館の制度説明や現状、事前質問への回答、事例説明などがありました。

【日胆地区博物館等連絡協議会 館長会議】

日 時： 2月13日（金）

場 所： 苫小牧市美術博物館

内 容： 協議会の活動報告や来年度の予定が共有され、周年事業に関する協議が実施されました。

【第22回 チョウ類の保全を考える集い】（オンライン）

日 時： 2月14日（土） 11:45～18:00

内 容： 日本各地で減少している希少なチョウ類の現状と保全事業への取り組みについての講演会でした。

【北海道自然史研究会 2025年度大会】（オンライン）

日 時： 2月15日（日） 13:00～17:30

内 容： 道内での自然史関係の研究成果や調査報告が発表されました。様似からは加藤学芸員が発表していました。

研修会・会議等への参加報告
【参加報告】

【日 時】 ３月2０日（金・祝）１３：４５～１７：３０

21日（土） ９：４５～１２：００

【場 所】 新ひだか町博物館

【講 師】 外部講師2名、日高管内の学芸員10名

【内 容】 計12名の講演を予定しております。内容は歴史から自然まで幅広く、楽しみです！出入り自由な講演会ですの

で、ご興味のある講演会がありましたらぜひお越しください。榎本も昆虫についてお話いたします！

R7日高学芸員部会研修会 兼 ミュージアム・トーク
【予告】

【日 時】 ３月2５日（水） １８：３０～２０：００

【場 所】 様似町中央公民館 小ホール

【講 師】 中岡佳祐（北大昆虫研究会）、林成一朗（北大昆虫研究会）、榎本尊（様似郷土館 学芸員）

【内 容】 北海道で昆虫の調査研究をしている北大昆虫研究会の関係者3名が昆虫のお話をします♪バッタやオサムシや

様似で見つかった昆虫についての講演を聞いて、これからの昆虫シーズンに備えましょう！

アポイカレッジ「北海道の昆虫」～若手3名による昆虫の話～」
【予告】


